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観光立国ニッポン

論
点

観
光
立
国
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
か
ら
1
0
年
が
た
っ
た
。

こ
の
間
、
「
ビ
ジ
ツ
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
当
ン
」
な
ど

で
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
が
進

め
ら
れ
、
昨
年
は
8
3
7
万
人

が
来
目
し
た
。
2
0
0
3
年
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
時
に
比
べ

る
と
6
割
も
増
え
だ
が
、
世
界

有
数
の
観
光
国
で
あ
る
フ
ラ
ン

ス
は
年
間
約
8
0
0
0
万
人
、

中
国
は
約
6
i
O
O
O
万
人
を
集

め
て
い
る
。
道
は
ま
だ
遠
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
も
そ
も
、
国
内
に
1
万
社

ほ
ど
あ
る
第
1
踵
、
2
踵
、
3

種
の
旅
行
会
社
が
、
訪
日
外
国

人
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
に
陳
と
ん
ど

参
入
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、

第
1
種
の
旅
行
会
社
約
1
0
0

ー
董
空
言
ノ
莱
日
甚
一
に
ウ
ニ
に
／
「
∠
⊥
不
着
禍
孝
幸
一
重
－
藍
屋
－
電
－
一

鈴
木
　
勝
氏

桜
美
林
大
教
授
、
国
運
世
界
観
光
機
関
説

曇
灘
光
専
門
家
委
員
、
日

本
国
際
観
光
学
会
常

務
理
事
。
J
T
B
ワ

や
、
イ
運
営
－
ル
ド
取
締
役
等
を

譲
歴
任
。
6
8
歳
。

グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
提
供
す
る
。

観
光
を
学
ぶ
大
学
生
も
、
こ
の

着
地
型
観
光
を
行
え
ば
成
功
す

る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
、
卒

業
論
文
の
人
気
テ
ー
マ
に
も
な

っ
て
い
る
。

着
地
型
観
光
が
登
場
し
た
の

は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
を
い
か

に
活
発
に
す
る
か
と
い
う
発
想

か
ら
だ
っ
た
。
最
近
は
、
日
本

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
長
期
滞

在
型
を
好
む
。
だ
が
実
態
は
、

相
手
国
の
市
場
を
考
え
ず
、
や

み
く
も
に
ツ
ア
ー
を
仕
掛
け
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
作
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

欧
州
の
は
ず
れ
に
住
む
ス
ペ

イ
ン
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
、

地
域
の
観
光
を
売
り
込
む
な

ら
、
ま
ず
国
民
性
、
旅
行
形
態
、

相
手
国
の
ニ
ー
ズ
が
第
一

社
の
売
り
上
げ
に
占
め
る
外
国

人
旅
行
者
の
割
合
は
、
2
％
に

満
た
な
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
中
、
国
内
で
は
「
着

地
型
観
光
」
が
い
た
る
と
こ
ろ

で
議
論
さ
れ
、
手
が
け
ち
れ
て

い
る
。
多
く
の
ツ
ア
ー
が
出
発

地
主
導
で
企
画
さ
れ
る
の
に
対

し
、
「
着
地
型
」
は
、
旅
行
客

を
受
け
入
れ
る
地
域
（
着
地
）

側
が
、
地
域
の
観
光
資
源
を
墓

に
し
た
旅
行
商
品
や
体
験
プ
ロ

人
を
い
か
に
誘
致
す
る
か
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

す
る
の
で
、
原
点
に
戻
っ
て
「
国

際
的
」
着
地
型
観
光
を
改
め
て

提
起
し
た
い
。
重
要
な
の
は
、

旅
行
客
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
徹

底
す
る
こ
と
で
あ
る
。

相
手
国
に
よ
っ
て
、
日
本
国

内
の
旅
行
パ
タ
「
ン
は
違
う
。

例
え
ば
中
国
人
な
ら
、
ま
ず
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
韓
国
人
は
ゴ
ル

フ
を
楽
し
む
こ
と
が
多
い
し
、

嗜
好
な
ど
を
調
べ
る
た
め
、
ス

ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
訪
問

す
る
の
は
当
然
だ
。
そ
の
後
、

自
分
の
地
域
で
作
っ
た
多
く
の

ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
か

ら
、
彼
ら
に
合
う
も
の
を
選
ぶ

の
で
あ
る
。

北
海
道
・
富
良
野
の
ス
キ
ー

に
古
都
・
京
都
の
寺
社
巡
り
を

組
み
合
わ
せ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
向
け
ツ
ア
ー
や
、
新
潟
県

に
お
け
る
ロ
シ
ア
人
の
海
水
浴

や
桜
ツ
ア
ー
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
入
念
な
相
手
市
場
の
研
究
・

謁
査
の
結
果
、
成
功
に
結
び
付

け
て
い
る
。

日
本
の
観
光
地
の
多
く
は
、

目
覚
め
始
め
て
い
る
段
階
だ
。

今
後
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
側
の
憲
向
を
重
視
し
た

「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
」
の

段
階
、
国
ご
と
に
違
う
嗜
好
に

対
応
す
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ

ン
」
の
段
階
を
経
て
進
ん
で
い

く
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
政
府
や
自

治
体
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
産
業

も
市
場
戦
略
を
練
る
べ
き
だ
。

最
終
的
に
は
、
ニ
ー
ズ
に
基

づ
い
た
ツ
ア
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

到
着
後
、
個
人
個
人
が
希
望
す

る
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
を
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
提
供
し
、
さ
ら

な
る
満
足
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
う
し
た

受
け
入
れ
体
制
の
あ
る
観
光
地

が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
「
観

光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
が
近
づ
い

て
く
る
こ
と
に
な
る
。


